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反応型けい酸塩系表面含浸材による

新設橋梁の長寿命化対策

国=事概要

工事名称 :平成25年度東海環状下宮高架橋南

PC上部工事

工事場所 :岐阜県安八郡神戸町下宮地内

発 注 者 :国土交通省中部地方整備局岐阜国道

事務所

施工期間 :平成27年 2-3月

施工部位 :床版下面(跨遵部)

施工面積 :710ni

使用材料 :｢コンクリー ト改質剤CSl21｣((Wア

ス トン)

塗 布 量 :200g/rrf(乾燥固形分量 :63g/rri2)

日材料選定の経緯

本工事は,国道475号東海環状自動車道の名

古屋市の周辺30-40km圏に位置する愛知･岐阜

･三重 3県の豊田･瀬戸･土岐･関･岐阜･大垣･

四日市等の諸都市を環状に連絡し,新東名 ･新

名神,東名･名神高速や中央道 ･東海北陸道等

と広域的なネットワークを形成する延長約160

kmの高規格幹線道路のうち,建設中の西回り区

間に位置する新設橋梁の上部工工事である｡

中部地方整備局管内の新設橋梁は,現在,｢橋

梁の長寿命化に向けた設計の手引き(莱)｣(以

64 2015年9月号 防水ジャーナル

福美建設麻)

下,手引き)に沿って設計されている｡当該工

事は,国道および主要地方道の跨道部があり,

第三者被害防止の観点から,剥落予防対策とし

てけい酸塩系表面含浸材の適用が検討された｡

i材料の選定方法

本工事に適用する表面含浸材の選定にあたっ

ては,特記において,(公社)土木学会発刊の 『コ

ンクリー トライブラリー119表面保護工法 設

計施工指針(莱)』および 『同137けい酸塩系表

面含浸工法の設計施工指針(莱)』が適用図書と

され,塩化物イオンの浸透抑制(塩害対策),凍

結融解抵抗性向上(凍害対策),防水性などが要 /

求性能とされていた｡

本工事 において使用 した表面含浸材 は,

写
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NETISの ｢有用な新技術｣ に選定されている

材料の中から,前述の要求性能を満たすことが

第三者機関による性能試験結果により証明され

ており,かつ施工から10年以上経過した実績の

追跡調査により効果持続性(耐久性)が確認でき

る材料を選定し,提案した結果,採用された｡

Ⅰ施工手順

①高圧洗浄②材料塗布(原液)③湿潤散水

*②と③を2-3回繰返し,200g/niの材料

を塗布｡

田材料の特長

本工事において使用した表面含浸材は,硬化

後のコンクリー ト表面に塗布することで,健全

部および目視では発見しにくい微細なひび割れ

部に浸透し,コンクリー ト中のカルシウム成分

などと反応してCSH系結晶を生成する｡

また,残留する未反応成分は,施工後に新た

に微細ひび割れなどの空隙が発生した場合,水

分の供給により溶解 し,カルシウム成分と反応

する再反応性を有している｡

これらの反応により,ひび割れ深部を含むコ

ンクリー ト表層部を撤密化し,水および各種劣

化因子の侵入を長期にわたり抑制することで,

防水および表面保護(劣化抑制)効果を発揮す

る｡ かぶ りコンクリー トの耐久性を向上させ

て,鋼材腐食を抑制し,鉄筋コンクリー ト構造

写真-2 施工状況 物の長

寿命化に寄与する｡水和反応活性剤を含有して

おり,材齢(新設 ･既設)を問わず効果を発揮す

ること,高濃度(乾燥固形分率 :31.9%-JSCE-K5

72)であること,下地コンクリー トが湿って

いても施工できること,経年後に適用する補修

･補強工法が限定されないこと

などの特長がある｡E施=

時の留意点と改善点当該工事は,手引きにお

ける準寒冷地域(気温が低いまたは凍結防止剤

散布量が多い地域)であり,けい酸塩系表面含

浸材の施工時期が 2- 3月の冬季施工となったため,低温時の施工

が課題となった｡材料自体は-2℃程度ま

で凍結 しないため,気温 0℃以上あれば施工で

きるが,塗布時に湿潤散水などで水を使用する

ため,塗布 した水が凍結 しないよう注意が必

要であった｡ そのため, 作業を10-15時程度

と比較的気温の高い(5℃以上)時間帯とした(

湿潤散水 した水が乾燥 した後は0℃未満とな

っても問題ない)0また,桁がプレキャス ト

製であるため,表層品質が高く,現場打ちコン

クリー トに比べ,材料が浸透しにくかったため,

1回あたりの塗布量を減らして, 2- 3回に分けて材料塗布 ･湿

潤散水を行った｡上記の対策のため,施工

日ごとに気象条件 ･施工数量などがチェックで

きるよう管理表を作成し,工程管理を行っ

た｡】今後の展望今後も,コンクリー ト構

造物の将来的な維持管理コス ト縮減のため,諸

条件にあわせて最適な予防保全対策を選定し,ス トックマネジメン

トに貢献したい｡(アス トン協会会員 ･福美建設(秩)

久田康一郎)2015年9月号 防水
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技 術 名 称 コ ン ク リ ー ト 改 質 剤 C S -21

登 録 No. CB-020055-Ⅴ(設計比較対象技術) 間合 搬)アストン〒700-0075岡山県岡山市北区夫坂本町1

4-16分 類 コンクリー ト工,その他 せ先 TELO86(255)1511 FAXO86(251)327011ttⅠ⊃:/ノwww.c

s21.jp′′副 題 コンクリー ト構造物の止水 .li

-Jj-水 .保護材料概 要 ①何につ

いて何をする技術なのか ?碩化 したコンクリー トに対 して塗布 または注入すること

で表層部 を級密化 し.躯体防水 .表面保護 .断面修復 .ひび割れ補修 .漏水部の止水 .打継 ぎ部および木コン部

防水処fiuができる技術(丑従来はど

のような技術で対応 していたのか ?●躯体防水 :アスファル トー''

)才水工法 .シー ト防水工法など●表面保護 :表面被覆工法(有機系 .如;横糸)

など●断面修復 :セメント系充填工法など

●打継 ぎ郭防水処埋:止水林更の敷設

など●ひび割れ補修 :エポキシ樹脂注入工

法など●漏水郡の止水 :発泡ウレタ

ン注入工法など③公共工事のどこに適用できるのか ?コンクT)- ト構造物(橋梁床

版 .高欄 .地覆 .橋台 .橋脚 ,沓座 .ダム .砂防堰堤 .擁壁 .上下水道 .トンれ レ覆

工 .ボ ックスカルバ- ト,共同満 .水槽 .地下構造物など)の新設防水二L軍 .表而保護工事 .躯体改修

-工事 .断面修復工事 ,ひび割れ補修工事 .止水工串など新規性および

① どこに新規性があるか ?(従来技術と比較 して何を改善 したのか ?)●無機質で無色透明の水溶性･含

浸刈~のため,構造物の景観 .美観 .意匠を損なわず.施工性に優れている

●水和反応活性成分の添加により,コンクリー トの材齢を問わず効果を龍揮する●水道施設の飲料水等が直接摘 【れる

コンク1)- ト構造物の防水およびひび割れ補修等に適用可能な安全性

を確保 している期 待 さ れ る効 果 ②期待される効果は ?(新技術活用のメリット
は ?) ∫●防水および劣化抑制効果を絶揮 し.コンク1)- ト構造物の耐久性 をl礼 ヒさせ

る●新設構造物の躯体防水または予防保ー

全および既設構造物の補修または改修により長寿命化させ.ライフサ イクルコス ト

を低減させる●水道施設の水道水が直接触jtるコンクリー トに適用可能な安全な無機質

材料であ り,環境-の負荷を与えないそ の 他

[第三者機関による主な性能試験]●tUJA水性JAS

S8T-301(b)透水係数測定 - ■ー _●芸SLEp-'';票

けい酸塩系表面含鮒 の試版方法(莱, 囲 坦 屈 封JSCE-1く571表耐含浸材の

試験方法(莱)●安全Jll]三厚生
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